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論 文 内 容 の 要 旨
本研 究では、ハ ンガ リー語 にお いて受動の意味 を表す とされ る構文 と形式 について、受動 と
い う文法カテゴ リー の観点か ら説明す ることを試みた。先行研究 の見解では、ハ ンガ リー語 に
は受 動形や受動態が存在 しない とされてきた。本研 究では、 まず 英語 とハ ンガ リー語の対照研
究 において、英語 受動文が対 応するハ ンガ リー語 の翻訳では、 どのよ うに表現されるか を調査
した。その結果、 ハ ンガ リー語において幾種 類かの受動表 現や受動 を意味す る構 文や形式 を発
見 した。 発見 された受動表現 は、受動形態素 と呼ば れる もの を使用 していない形式である。 そ
れは、 自動詞接辞や他の文法形式 によ り受動の意味 を表出 させ る手段であ った。特 に注 目すべ
き文 法形式 として、1人 称複 数形及び3人 称 複数形の動詞 屈折、 コピ ュラと副動詞形の組み合
わせ、 可能 接辞 を使用する形式、再帰/中 間動詞 による ものがある。 また、受動態 を持たない
ハ ンガ リー語では、英語受動文を単なる能動文で翻訳 した例 も多数観察された。 これはハ ンガ
リー 語が話題化や 焦点化のために語順 を比較 的 自由 に交替 させる ことができるか らである。
本研 究では、他 の文法形式で受動の意味を伝達す る構 文を受動構文 と呼び、その振る舞い を
形式 と伝 達す る意味 の関係 に注 目し記述 した。ハ ンガ リー語 で 出現 す る幾種 類か の受動構 文
は、 文中に動作主 の現れない非人称構文 で表 現する傾向がある。 受動の意味解釈 が可 能な文法
形式が、受動の文法カテゴ リーを構 成する と主張す る。 本研 究が取 り上げ るハ ンガ リー語の受
動構 文は、 受動文 とは言われない、または言 い難い形式である。 受動 とい う文法カテゴ リーに
関 して、受 動であるかそ うでないか とい う二分法で区別す るのではな く、典型的な受 動である
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か そ うで な い か とい う程 度 の 問題 と して考 え る。 つ ま り、 受 動 を プ ロ ト.タイ プ で捉 え る観 点 で
あ り、 ハ ンガ リー語 に現 れ る受 動 構 文 は、 受 動 の プ ロ トタイ プ で あ る とは 言 い難 いが 、 プ ロ ト
タ イ プ の 周 辺 に位 置 す る と考 え られ る。 ハ ンガ リー 語 で は、 この よ うな プ ロ トタイ プ に属 さな
い受 動 構 文 が 受 動 の カ テ ゴ リー を構 成 す る と想 定 して 、 形 式 的 で は な く意 味 的 及 び 機 能 的 観 点
で受 動 を捉 え る こ とを試 み た。
フ ィン=ウ ゴル 語 の 中 の一 言 語 で あ るハ ンガ リー 語 には 、 受 動 文 や 受 動 態 が 存 在 しな い と主
張 さ れ て き た(小 泉1994、Dezs61988、E.Kiss2002、Groot1989、Keresztes1995a、1995b)。
フ ィ ン=ウ ゴ ル 語 の 中 で も、 フ ィ ン ラ ン ド語 や エ ス トニ ア 語 等 の フ ィ ン語 系 に は 受 動 形 が あ
り、 ウゴ ル 語 系 の ヴ ォグ ル 語 や オ ス チ ャー ク語 に も受 動 形 が 存 在 す る。 ハ ンガ リー語 は ウ ゴ ル
語 系 に属 す るが 、 ヴ ォグ ル 語 や オ ス チ ャー ク語 と異 な り受 動 形 を持 た な い。 正確 に言 えば 、 ハ
ンガ リー 語 には 受 動 接 辞"一(t)atik,一(t)etik"が 存 在 し た。 しか し、現 代 ハ ンガ リー語 で は、 こ
の 受 動 接 辞 は既 に衰 退 して しま っ た 。 古体 形 の 受 動 形態 素 は20世 紀 初 頭 ま で主 に文 語 で使 用 さ
れ て きた 。 現 代 ハ ンガ リー 語 に お い て 、 そ の 受 動 形 態 素 が 生 産 的 に使 用 さ れ る こ とは も はや な
い。 古体 形 の受 動 形 態 素 は、特 に 古 い資料 や 文 語や 法 律 文 書 等 の公 式的 な 書 類 に見 出 され る が、
口語 で 使 用 さ れ る こ とは稀 で あ っ た よ うで あ る。 この た め に、 ハ ンガ リー 語 の文 法 書 や 言 語 学
の 本 や 論 文 で、 「ハ ンガ リー 語 に は受 動 が な い、 受 動 態 を 欠 いて い る」 と記 述 さ れ て き た の で
あ る。 ハ ンガ リー 語 に受 動 が な い と記述 され る が、 他 の フ ィ ン=ウ ゴル 語 で は、 い くつ か の言
語 で 明確 な 受動 文 が 観察 され る。 中 で も、 ハ ンガ リー 語 と同 じウ ゴル 語 派 に属 す る ヴ ォ グル 語
や オ ス チ ャー ク語 は、 受動 形 態 素(ヴ ォ グル 語 で はドwe一 、 オ ス チ ャ ー ク 語 で は 、一」一要 素)を
持 ち、 受 動 態 を 有 す る。 ま た、 ハ ン ガ リー 語 と親 縁 関 係 に あ る フ ィ ン ラ ン ド語 に も 受 動 形
"一taan ,一taan"を 持 ち 、 そ れ を 使 用 した 受 動 文 が 存 在 す る 。
本 研 究 の 目的 は 、 ハ ンガ リー 語 に観 察 され る受 動 を意 味 す る形 式 及 び 受 動 構 文 につ いて 、 受
動 に関 す る類 型 論 的 な研 究 の観 点 か ら分 析 を行 う こ とで あ る。 そ の際 、 受 動 と い う文 法 カテ ゴ
リー に 関 して 、 言 語 外 的 な観 点 に特 に注 目す る。 そ れ は受 動 の意 味 論 的 及 び 語 用 論 的 な 面 に着
目す る こ と を意 味 す る。 つ ま り、 統 語 的 には 受 動 文 とは 言 え な い受 動構 文 や 受 動 を含 意 す る表
現 を も、 受 動 の範 躊 で あ る と解 釈 す る こと を認 め るわ けで あ る。 ハ ンガ リー 語 に受 動 文 が 存 在
しな い と い う事 実 に関 して 、 先 行研 究 や 他 言 語 との 対 照研 究 の 成 果 を含 め て 議 論 す る た め 、 自
然 言 語 にお いて 、 ど こ まで が 受 動 で あ り、 ど こか らが 受 動 で な いか とい う受 動 の 定 義 を考 察 し
た 。 受 動 に関 す る議 論 は 受 動 及 び ヴ ォイ ス に関 す る類 型 論 的 、 そ して機 能 主 義 的 な ア プ ロー チ
に基 づ いた 。 言語 の 機 能 的 観 点 か らの 先 行研 究 を参 考 に して 、 ハ ンガ リー 語 文 法 及 び 動 詞 を中
心 とす る現 象 を も う一 度検 討 し、 ハ ンガ リー 語 に現 れ る 「受 動」 を見 出 した。 受 動 態 を 欠 く と
い うハ ンガ リー 語 にお いて 、 受 動 を分 析 す る と い うの は 、 一 見 奇 妙 に聞 こえ る。 これ につ いて
は 、 受 動 とい う文 法 カ テ ゴ リー を 理 論 的 、 類 型 論 的 に どの よ う に捉 え る か とい う問題 と関 連す
る。 本研 究 で は 、 受 動 カ テ ゴ リー に関 して 、 以 下 の4点 につ い て 論 じた。
1.受 動 を プ ロ トタ イ プ の考 え 方 か ら捉 え 、 言語 に よ っ て 、 典 型 的 な 受 動 と、 そ うで な い 受
動 が 存 在 す る こ と(受 動 カ テ ゴ リー の 存 在)
2.受 動 の統 語 的、 意 味 的、 そ して語 用 論 的側 面
3.受 動 の 形式 と意 味 の 関係(受 動 の意 味 を 表す 受動 形 態 素 の存 在)
4.能 動、 中 間、 受 動 を ヴ ォ イ ス で は な く、 他 動 性 で捉 え る こ と
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ハ ン ガ リ ー 語 の 記 述 文 法 に つ い て は 、Keresztes(1995a)やDezs6(1988)の 論 文 と 、Mai
MagyarNyelv(1968).MagyarGrammatika(2000),iJjMagyarNyelvtan(1998),Magyar
nyelvk6nyve(1999)、LearnHungarian(1965)の 文 法 書 に よ る 。 こ れ ら に は 、 受 動 に 関 す る 記
述 や 議 論 が あ る 。 こ れ ら ハ ン ガ リ ー 語 文 法 の 先 行 研 究 の 成 果 に 加 え 、 以 下 の 現 象 に つ い て の 分
析 を 行 っ た 。
1.英 語 の受動文 とそれ に対 応す るハ ンガ リー語 翻訳文 との対照
2.1人 称複数形動詞 と3人 称複 数形動詞 のいわゆる非人称構 文
3.副 動詞 を使用 した結果相構文
4.可 能接辞 を使用 した可能動詞 による可能受動
5,再 帰/中 間構文 による受動 の含意
6.過 去分詞 を使用 した受動 を意 味す る名詞句
以上 の6つ の現象 は、先行研究 にお いては多 くは無視 されて きた り、 ほとん ど指摘 されて いな
か った りした構文や形式 である。上1を のぞ いた5つ の形式はそれぞれ主要 な意味は異な り、
受動 を意 味す る(と 考 え られ る)点 で ゆるやかな共通部分 を形成 して いると考 え られ る。 これ
らの受動 を共通部分 とした形式間の相互関係 につ いて も議論 を行 った。
先行研究 では、統 語的 に受動 を構成 す る文法 的手段 が存在 しない とい う点で、 「ハ ンガ リー
語 には受動態、受動形態素がない」 という事実 が強調 されて きた。そ の場合、他言語の受動文
や受動 形がハ ンガ リー語で は どのよ うに翻訳 され、表現 され てい るかが 問題 とな る。ハ ンガ
リー語では受動態 を欠 くため、 受動の意味を何 とか翻訳 し表現 しよ うとする手段が存在 す る。
本研究 では、英語 の受動文が対応 するハ ンガ リー語 の翻訳文 で、 どのよ うに表現 されているか
を観 察 した。 この対照研 究 を出発 点 として、 ハ ンガ リー語 に観察 される 「受動の意味」 を使用
される形式 と共に検 証 した。そ のよ うな対 照研 究の結果、ハ ンガ リー語 に観察 される受動構 文
や受動表現 が存在す る ことが判 明 した。 これ らの受動構文及 び受動の意 味一般 について議論す
る前 に、受動 に相対す る形式 につ いて述べ る。それ は能動で あ り、受動文 に対す る形式 として
能動文 がある。ハ ンガ リー 語 の能動文 の例 を以下 に示す。
(1)Egytolvajellop-taazauto-m-at.
一 人 の 泥 棒 が 盗 ん 一だ そ の 車 一私 の 一を
「一 人 の 泥 棒 が 私 の 車 を 盗 ん だ 」
例 文(1)は 、 主 語 と して"egytolvaj"「 一 人 の 泥 棒」(動 作 主)、 直 接 目的 語 と して"azaut6m"
「私 の車 」(被 動 作 主)と い う、2つ の参 与 者 を持 ち、 「泥 棒 が 車 を盗 む 」 と い う他 動 的 行 為 を
表 現 して い る、 これ は、 能 動 態 と呼 ば れ る表 現 形 式 で あ る。 受 動 態 とは通 常 、 能 動 態 か ら形 成
され る通 常 とは 異 な る形 式 で あ る。 能 動 文 が 通 常 の 表 現 で あ る無 標 の構 文 で あ る の に対 して 、
受 動 文 は有 標 な 構 文 で あ る。 有 標 で あ る とは 統 語 的 、 形 態 的 、 意 味 的 、 そ して 語 用 論 的 に特 殊
で あ る こ と を意 味 す る。 現 代 ハ ンガ リー 語 には 、 有 標 な 受 動 態 を持 た ず 、 能 動 態 の み を持 つ と
され て いた 。 つ ま り、 受 動 態 が 存 在 しな い言 語 に分 類 され る。 そ のた め 、 例(1)の 能 動 文 を受 動
化 させ る文 法 的 手 段 が 存 在 しな い 。 た だ し、ハ ンガ リー 語 には古 体 形 の 受 動 形 態 素"一(t)atik/一
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(t)etik"が あ り、 この 形 式 を使 用 して 受 動 文(2)を 作 る こ とが 可能 で あ る。
(2)*Azauto-mel-lop-atat-ottegytolvaj
そ の 車 が 一私 盗 む 一受 動 一し た 一 人 の 泥 棒
「私 の 車 が 泥 棒 に よ っ て 盗 ま れ た 」
altal(ellop-tatik).
に よ っ て(盗 む 一受 動)
しか しなが ら、古体 形の受動形態素を使用 した受動 文(2)は、現代ハシガ リー語 では もはや使
用 されないため、 この受動文の例(2)は容認不可 となる。現代ハ ンガ リー語 は、 この受動接辞が
既 に衰退 して しま って いる。そ の代 わ りとして、現代ハ ンガ リー語 には、 「受動 形」 を使用す
るのではな く、他 の文法 形式を使用す る ことによ り、受動 の意味 を指 し示す ことがで きる。そ
れ らの形式は、本研究 が受 動構文 と呼ぶ受動の意 味解釈 を有す る複数 の構文で ある。そ の受動
構文の例 を(3)に示す。
(3)Egytolvajellop-taazauto-m-at,es
一 人 の 泥 棒 が 盗 ん 一だ そ の 車 一私 の 一を そ し て
「泥 棒 が 私 の 車 を 盗 ん だ 、 そ し て 」
a.Azauto-m-atellop-tak.
そ の 車 一私 の 一を 盗 ん だ 一(彼 ら:3人 称 複 数)
「私 の 車 が 盗 ま れ た/彼 ら が 私 の 車 を 盗 ん だ 」
b.?Azauto-m-atellop-tunk.
そ の 車 一私 の 一を 盗 ん だ 一(我 々:1人 称 複 数)
「私 の 車 が 盗 ま れ た/我 々 が 私 の 車 を 盗 ん だ 」
c.Azauto-melvanlop-va.
そ の 車 が 一私 の 完 了 あ る 盗 む 一副 動 詞 形
「私 の 車 が 盗 ま れ て し ま っ た 」
d.Azauto-mellop-hat-ovolt.
そ の 車 が 一私 の 盗 む 一可 能 一分 詞 形 あ っ た
「私 の 車 が 盗 ま れ る こ と が で き た/盗 ま れ る 可 能 性 が あ っ た 」
例 文(3)で は、 例(1)で 示 した能 動 文 「泥 棒 が 私 の 車 を盗 ん だ 」 に続 い て、(3a-d)で 示 され
た 文 法 形 式 で 、 受 動 の意 味解 釈 「私 の 車 が 盗 まれ た」 を表 して い る。 た だ し、 これ らが表 す 受
動 の 意 味 は 限 定 的 で あ っ た り、 動 詞 の 制 限 が あ っ た りす る。 本研 究 で は、 これ らの構 文 そ れ ぞ
れ の 文 法 的 特 徴 と受 動 の 意 味 特 徴 や 制 限 につ い て述 べ た。
例 文(3)に お い て 、行 為 者 で あ る 動作 主 は 「泥 棒 」 で あ る。 動 作 の行 為 者 で あ る動 作 主 に対 し
て 、 動 作 の 受 け 手 で あ る 「私 の 車」 は 、 被動 作 主 と呼ば れ る。 能 動文 で は、 動 作 主 が主 語 で あ
り、 動 作 主 が 被 動 作 主 に影 響 を及ぼ す と い う観 点 で構 文 が 形 成 さ れ て い る。 そ れ で は、(3)に お
いて 能 動文 の 後 に続 く受 動構 文 で、、どの よ うに受 動 に よ る意 味伝 達 を実 現 して い る か を説 明す
る。(3a)で は 、 動 詞 に3人 称 複 数 の屈 折 形 を付 加 す る こ とで 、 非 人 称 の構 文 を形 成 して い
る。 非 入称 と記 した が、 文 法 的 に は3人 称複 数 の屈 折 形 で あ る た め、 字 義 どお りに は 「彼 らが
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私 の車 を盗 んだ」 という意味 にな る。 と ころが、そ の3人 称複数 の 「彼 ら」は不特定 または不
明 の動作主で ある場合、非人称 の行為 という意味解釈が可能 とな る。そ うして、非人称 の行為
を表す非 人称受動 の意 味解 釈 を表す。(3b)で は、動 詞部分 に1人 称複 数 の屈折 が使用 され
て いる。通常 の意味は 「我々が私の車 を盗んだ」 で ある。 この場合 も3人 称複数形 と同様、そ
の 「我々」が不特定の場合、非人称 の解釈が可能であ る。ただ し、1人 称複 数形の非人称の行
為者 に 「我々」が含 まれる点で、総称 的な意味を持 つ ことがある。 そのため、(3b)は 「我々
の集 団に属する誰かが私の車を盗 んだ」 とな り、 少々意 味的には奇妙なニュア ンスになるが、
受動 的解釈 「誰 にで も盗まれ た」 を持 つ ことが ある。次 に(3c)は 、 コピュ ラと副動詞 形か
ら構 成される結果相 の構文である。 この結果相構文 では、被動 作主が主語 とな り、被 動作 主の
結果状態 「私 の車 が盗 まれて しまった」 が述べ られ る。 これ は被 動作主 である 「私 の車」 の結
果状態 に注 目がなされ、その結果、結果受動 の意味解釈 「私の車が盗 まれて しま った」を持 つ。
最後 に(3d)で は、可能接辞 の現在分詞形"一hat6,一het6"が 使用 されて いる。可能接辞が動
詞 に付加 され る と可能動詞 とな り、さ らに可能動詞 の現在分詞形で もって 「盗む ことがで きる、
あ りうる」 とい う可能性や 能力の意味 を表 す。 そ こか ら、 「私 の車 が盗 まれ る」 とい う可能受
動の意味が示 され る。
さらに受動の意味 を表す形式 として、他動詞 に再帰/中 間接辞"一6dik,一6dik"を 付加する手段
があ る。ただ し、 この再帰/中 間接辞はすべての他動詞 に付加で きるわけではな い。再帰/中
間接辞 を使用 した再帰/中 間動詞は、動詞の他 動性 を下げる ことで、受動の意味 を有する文 を
作る。 本研 究では、 この種の再帰/中 間動詞 を使用 した構 文を再帰/中 間構文 と呼ぶ。 再帰/
中間構 文は、受動構 文の一つである。 以下の@)に 、 再帰/中 間構 文で受動 の意 味が観察 される
例 を示 す。
(4)Attilamegoldjaafeladat-otes
ア ッ テ ィ ラ が 解 く そ の 問 題 一を そ し て
afeladatmegold-odik.
そ の 問 題 が 解 か れ る 一再 帰/中 間
「ア ッ テ ィ ラ が そ の 問 題 を 解 き 、 そ の 問 題 が 解 か れ る 」
例 文 ④ で は 、 前 半 部 分 が 他 動 詞"megoldja"「 解 く」 を使 用 した 能 動 の他 動 詞 文 で 、 後 半 部 分
が 受 動 の 意 味 を持 っ 再 帰/中 間 構 文 とな っ て い る。@)の 後 半 部 分 で 再 帰/中 間 形"meg-old-
6dik"を 使 用 して 、 「問 題 が解 かれ る」 とい う受 動 の 意 味解 釈 が 可 能 で あ る 。 再 帰/中 間構 文 で
は 、 「解 く」 と い う動 作 の意 味 で は な く、 む し ろ 「解 か れ た 状 態 にな る」 とい う状 態 の意 味 を
指 し示 して い る。 これ は、 再 帰/中 間 動 詞 が 自動 詞 で あ る こ とか ら、 他 動 詞 か ら自動 詞 へ と他
動 性 を下 げ る こ と に よ って 、 動 詞 の 表 す 意 味 が 行 為 か ら状 態 へ と変 化 して い るの で あ る 。
最 後 に、 ハ ンガ リー 語 には 名 詞 句 に現 れ る 明 白な 受 動 表 現 が あ る こ とを 例 示 す る。 これ は 動
詞 が 、3人 称 単 数 過 去 形 の 不 定活 用 の 形 式 を持 っ もの で あ り、この 形 式 は 過去 分詞 と呼ば れ る。
この 例 を以 下 の(5)に 示 す 。
(5)Egytolvajaltalellop-ottazauto-m
一 人 の 泥 棒 に よ っ て 盗 む 一過 去 分 詞 そ の 車 一私 の
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「泥棒 に よ っ て盗 まれ た私 の 車」
この過 去 分 詞 形 を使 用 した 名詞 句(5)で 特 徴 的 な点 は、 動 作 主 が 後 置 詞"altal"で 示 され る点 で
あ る。 他 の文 法 形 式 に よ る受 動 表 現 で は動 作 主 が 明示 され な い の に対 して 、 こ の名 詞 句 で は 、
動作 主 を後 置 詞 で 明示 的 に標 示 す る。 そ う した上 で、 過 去 分 詞 が 受 動 の 意 味 で も って 被 動 作 主
を特 徴 付 け て い る。 例(5)で は 、 動 作 主 で あ る"egyto正vaj"「 泥 棒 」 が 後 置 詞"altal"で 最 初 に
示 さ れ て 、 過 去 分 詞"ellop-ott"が 「盗 まれ た 」 と い う受 動 の意 味 を表 す 。 この 受 動 形 式 は 文
レベル で は現 れ ず 、 名 詞 句 のみ で 現 れ る。 そ のた め、 本 研 究 が 取 り組 む 受 動 構 文 に相 当す る と
は言 えな い。 しか しな が ら、 明 白な 受 動 の意 味 を持 つ 受 動 形 で あ り、 本研 究 で そ の 特徴 を 考 察
す る に値 す る。
この よ う に、 現 代 ハ ンガ リー 語 にお いて 受 動 の 意 味 を伝 達 す る手 段(形 式)が い くつ か 存 在
す る ことが 明 らか とな った 。 これ らの受 動 の 意 味 を表 す 形 式 は 、 本 来 の 受 動 形 で は な く、 屈 折
形 式 や 副 動 詞 、 可 能 接 辞 や 過 去 分 詞 と い った 別 の 文 法 形 式 を使 用 して い る 。 そ の た め、 衰 退 し
て し ま った 受 動 形 の代 替 物 と して 、 これ らの 文 法 形 式 が 使 用 され て い る に 過 ぎ な い と言 え な く
もな い。 しか しな が ら、 受 動 を含 意 す る と い う点 にお いて 、 上 の 例(3)、(4)、(5)で 取 り上 げ た 形
式 は、 受 動 構 文(ま た は 受 動 形 式)で あ る と解 釈 す る。 受 動 構 文 が 表 す 受 動 の 意 味 は、 特 定 の
動 詞 や 状 況 にお い て の み 、 そ の 意 味 解 釈 が 成 立 す る 。 この 受 動構 文 は意 味 的、 統 語 的 な 制 限 が
多 いた め 、 受 動 文 とは 言 え な い 。 受 動 文 とは、 能 動 文 とは 異 な る 形 式 で、 意 味 的 な特 徴 づ け を
被 動 作 主 に行 う表 現 形 式 で あ る。 被 動 作 主 の 特 徴 づ け とは 、 通 常、 動 作 に よ り被 動作 主 が な ん
らか の 影 響 を被 る とい う解 釈 が 成 立 す る こ とで あ る 。 受 動 文 は 日本語 の 「殺 さ一れ 一る」 や英 語
の"be+kill-ed"の よ う に、 何 らか の有 標 な受 動 形 態 素 を持 た な けれ ば な らな い。 ハ ンガ リー
語 で は、 そ の よ うな 理 想 的 な 受 動 形 態 素 で あ る受 動 形"一(t)atik,一(t)etik"が 既 に衰 退 し て し
ま って い る。 そ の た め 、 受 動 文 は 存 在 しな い とさ れ て き た。 た だ し、受 動 文 に お け る被 動作 主
の特 徴 づ けが 受 動 構 文 で も実 現 され 、 単 な る 能 動 文 と違 っ た 文 法 形 式 で表 さ れ て い る。 そ うい
う意 味 で は 、 本研 究 が 取 り上 げ る 受 動構 文 が、 文 法 的 に受 動 文 とは み な され な い が、 受 動 形 態
素 を持 つ 受 動 の 範 疇 に 属 す る とみ な す こ とが で き る。 この受 動 の文 法 カテ ゴ リー認 識 に 関 して
本研 究 で 定 義 し、 議 論 を行 っ た。
上 で 示 した現 代 ハ ンガ リー語 に 観 察 され る受 動構 文 の例 で は、 能 動 文 の 直接 目的語 で あ っ た
被 動 作 主 を主 語 に す る か 、 話 題化 や 焦 点 化 に よ る語 用論 的 な 操作 で もって 被 動 作 主 の意 味 的地
位 を上 げ る 手 段 が な さ れ て い る。 一 方 で 、能 動 文 に お い て主 語 で あ っ た動 作 主 は文 上 に現 れ て
いな いか(結 果 相 構 文 、 可 能 接 辞 現 在 分 詞 形 、 再 帰/中 間 構 文)、 そ の 存 在 が動 詞 屈 折 で 指 し
示 され て いる(非 人称 構 文)。 この た め、文 上 に 動 作主 を 欠 く非 人称 の受 動 構 文 で あ る と言 え る。
動 作 主 が 文 上 に現 れ な い点 で 非 人 称 で は あ るが 、 これ らは 受 動 の 意 味 を指 し示 す こ.とが で き
る。 なぜ な ら、 被 動 作 主 が統 語 的 に ま た は意 味 的 に 昇格 され て お り、 そ の結 果 と して 、 被 動 作
主 が特 徴 付 け られ て い る か らで あ る。 す なわ ち、 受 動構 文 は 能動 文 と異 な る視 点 で語 られ て い
る と言 え る。 しか しな が ら、 これ らの 受 動構 文 は、 動詞 の屈 折形 、 結 果 相 、 再 帰/中 間構 文 、
そ して 可 能 動詞 を使 用 した 手段 で あ る が 、 これ らの 形 式 は純 粋 な 「受 動 形 態 素」 で は な く、 ハ
ンガ リー 語 文 法 に お い て 「受 動 を 指 し示 す 形 式」 で は な い。 つ ま り、 受 動 とい う 「意 味」 とそ
れ が使 わ れ る 「形 式」 との 間 に差 異 が あ る。 本 研 究 は 、受 動 の 文 法現 象 に 関 して、 機 能 主義 的
な観 点 、 つ ま り形 式 と意 味 の 関係 を重 視 した。 受 動 に 関 して、 形 式 と受 動 の意 味 に は様 々 な 関
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係の仕方が あ り、それ を捉える には、受動を統語 的そ して意味的、語 用論的 と総合的な観点か
ら捉 えた。その結果、受動構文 に使用 される他の文法形式が、受動の意味解 釈が可能な場合、
受動 を意味する受動形態素 としてみなせ る とした。
ハ ンガ リー語 にお いて受動の意味 を持つ と解釈 される構文や形式 につ いて調査 した結果、 以
下の方法が受動構文 とみなせる ことが判 明 した。 それは、1人 称及び3人 称複 数形動詞による
手段、副動詞によ る結果相構 文、 可能動詞現在分詞 形、 再帰/中 間構 文、 そ して 「太 郎によっ
て殺 された花子」型名詞句であ る。 これ らの6つ の形式についてそれぞれの例 の検 討 と文法 的
特 徴の記述 を行 った。 議論の部分ではそれぞ れの形式の相 互関係 について受動 プロ トタイプの
観点か ら議論す る ことを試 みた。それか ら、受動構文 に使用される動詞 の性質について、動詞
の他動性の観点 か ら説明 を加 えた。
本研 究による分析 と考察 の結果、以下 の事柄 が判 明 した。現代ハ ンガ リー語 には意 味的に異
なる形式 を使用 す る数種の受動構 文が存在 する。 受動の意味が単一の受動形で表現 されず に、
い くつかの形式で現れている と文法に記述 されるべ きである と主張 した。 それ らの形式は、理
想 的な受動 ではないため、受 動のプロ トタイ プ とは言 えない。 しか し、受動 という文 法カテ ゴ
リー にお いて、受動 の プロ トタイ プの周辺 に本研 究 が主張 した受動構 文や受 動表現 が位置す
る。 ハ ンガ リー語では、受動 プ ロ トタイ プの中心が空でそ の周 囲の部分 で幾 つか の形式でもっ
て受動 とい うカテゴ リーが認識される ことができる。 そのよ うなカテゴ リー化 の状 況が、ハ ン
ガ リー語 の受動 の特徴 である と主張 し、結論 とす る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、従 来の研究 では受動態 とい うヴ ォイ スお よびそれを表す 形式が存在 しない ときれ
て きたハ ンガ リー語 に、受動 の意 味をもつ と解釈 され得 る構文や形式 がい くつか存在す る こと
を示 し、受 動プ ロ トタイプの観点 か ら、受 動構文 が受動 カテゴ リーで どのよ うに捉 え られ るか
を考察 し、それぞ れの構文や 形式の相互 関係 を明 らかに した ものである。
第 一章序論で は、本研究 の 目的 と本論文 の構成 にう いて述べ る。
第 二章 「先行研 究 と理論 的前提」 では、 ハ ンガ リー語 に統語 的受動文が存在 しない とされ て
きた従来 の経緯 をふまえ、 このよ うな見方 を脱却す るためには、受動 への機能主義 的アプロー
チの採用が必要 であ ると し、次章以下 で展開 され る議論 のため に 「受動」(passive)を 機能主
義 的観点か ら定 義する。 そ して、 とくにハ ンガ リー語 のよ うな受動形の未発達 な言語 の分析 に
とっては、能動 ・受動の対立 による形式主義 的な見方 よ りも認知文法 的な受動 プロ トタイプ論
が有効である としなが ら、 さ らに修正 を加 えて、 動作主 の降格、被動作主の特徴 づけ、形態 的
に有標 な標識 の存在 を もって、そ の形式 または構文 が受動 のカテ ゴ リー に含 まれ る と主張す
る。 併せて、他 動性のプ ロ トタイプの概念 が重要である ことに言 及す るが、ハ ンガ リー語 の受
動構 文 には直接 目的語の定 ・不定の差 を伴 う他動詞構 文の場合 もあるため に、受動構 文の意 味
解釈 には依 然 として 自動詞 ・他 動詞の区別 は必要である ことを論 じる。
第三章 「英語受動文 との対照研 究か ら見たハ ンガ リー語 の受動」では、英語の受動文 とハ ン
ガ リー語翻訳 に見 られ る受動表現 を対 照言語学的 に考 察 して いる。受動表現の形式 として、名
詞化や語 彙的な手段 による ものの他に、二種類の 自動詞化接辞 を使用す るもの、明示的な動作
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主 を伴 う能動文、一人称複数形 ・三人称複数形 による非人称構 文、使役動詞形 を使 うもの、 副
動詞形 とコピ ュラか らなる結果相構文、'可能接辞添 加 によ り派生 した可能動詞形 を用いる もの
が判明 した。 これ らの うち、 自動詞接辞 による もの以下が受動構 文の資格 をもつ としなが ら、
ハ ンガ リー語 の受動構文は能動性か ら受動性への連 続体 の中で捉 えるべきである と考 え、世界
の言語で一般 に 「受動形態素」 とされる大多数の形式が もっぱ ら受動文 に使用 され るとは限 ら
ないのみな らず 、他 の文法 的要素 が受動 の意味 を表 示す る という多義 性 も観察 され る ことか
ら、現代ハ ンガ リー語では、古体形の受動形態素を もはや生産 的に使用す る ことはない ものの、
上記 の受動構文は 「受動形態素」 として認定 される候補 とも言えるのではないか と指摘す る。
第四章 「データの提示 と解 釈:受 動に関連す る現 象」 では、 まず語順交替 による話題化 ・焦
点化が受動 を含意する ことは可能であるが、統語 的文法的関係 に変更 はな く、動詞屈折 に受動
形態素 も認め られないゆえ に、受動構 文ではない ことを明確 に した上で、以下 の構文及び形 式
につ いて、実際のデータを参照 しなが ら、その受動構 文 として解釈す るための根拠 を提示 ・検
証 して いく。動詞の三人称複数形 ・一人称複数形は動作主 としてそれぞれ三 人称 ・一 人称代 名
詞 を顕在 させず に不特定 ・総称的な非人称受動を示 す形態素 として機能す る こと、 コピュラ と
副動詞か らな る結果相構 文では、結果相/受 動の意 味が とくに典 型的な他動詞、他 動性 の高 い
動詞 に観察 され、他動性が低 くな るにつれて結果相/能 動の意味に変 じ、 自動詞 では結果相構
文の使用されない ことを明 らか にした。後 者については、主 に話 し言葉で使用 され る比較的新
しい現象であ ることが、 ハ ンガ リー語 母語話者による文法性 の判定 の揺れ に現れ ている と指摘
す る。ついで、可能接辞 を伴 う可能動詞 を用いた非人称 可能構文 と可能動詞現在分詞形 は共 に
受動 と解釈 され得 るが、 その違いは、 前者では被動 作主が直接 目的語 のままで統語 的に変更 を
被 らな いの に対 して、後 者では被動作 主が主語 の位 置 に現 れる点 にある とい う。 ついで、 いわ
ゆる中間構 文 とは性質の異な るハ ンガ リー語再帰/中 間構 文に受 動が含意 され る理 由を再帰/
中間派生接辞 の他動性 を下げ る過程 に求め、動詞 が意味的 に非活性 的な状態 に向かった結果、
受動 の意味解釈 を有するよ うになった としなが らも、接辞 による派生は生産 的 とはいえず、受
動 と解釈され る例 が散発 的かつ限定 的であ り、接辞 付加 の可能 な動詞 にも意味 的な制限 のある
ことを明 らか にした。 最後 に、過去分 詞形を使用 した受動 「太郎 によって殺 され た花子」型 の
名詞句 に関 して、関係節を伴 う能動形や定活用動詞 形を用 いた名詞 句 との比較 か ら、 これが 人
称受動である こと、被動作主の特徴 づけ を目的 とした表現 である ことを主張 し、併せ て、 この
型 の名詞句が 口語よ りも文譜 に多 く見 られる こと、 そ して フィンラ ン ド語 に動作主分詞 という
類似 の形式が あることな どか ら、ハ ンガ リー語 における分詞による名詞句 は印欧語 的な受動 的
名詞句 の文法的借用ではな く、 フィン=ウ ゴル語 に由来する伝統 的な形式 である と推論す る。
第五章 「分析 と議論:受 動構文の相互関係 と他動 性」 では、動 作主降格、可 能受動 の意 味、
結果状態の意味及び受動形態素の有 無 とい う受動 の条件に基 づき、語順交替、一/三 人称複数
形、副動詞形、可能動詞現在分 詞形、再帰/中 間形、受動形名詞 句の相互 関係 を明 らかにす る。
受動 の条件 をすべて満たす構 文が存在 しない代 りに、い くつかの形式が受動 の機能 を二次的 に
分担 して いる状況 にかんがみ、受動プ ロ トタイプの観点か ら受動構 文を解釈す る ことを提案す
る。すなわち、現在では使用 されな い古体形受動形態素 をプ ロ トタイプ として、その周辺部 に
は しか るべ き条件 と状況 によ って受動 と解釈 される構文 ・形式が位 置す る。そ して、 これ らの
構文が受動 を含意す るため には、 当該動詞の他動性 が高 くなければな らない ことを検 証する。
第六章 「結論」では、 本研 究の分析か ら導かれた成果を まとめ、問題点及 び将来 の展望 を述
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べている。
以上、本論文は、機能主義的 ・言語 類型論 的なアプ ローチに基づき、 とくにプ ロ トタイプ的
カテゴ リーの考え方を柱 にして、従来 の記述 では受 動形や受 動態 が存在 しない とされて きたハ
ンガ リー語に受動 を意味する構文 や形式が確実 に存在す る ことを包括 的な観点 か ら明 らかに し
た ものである。古体 形受動接尾辞 の通時 的な考察、受影性 ・アスペク トな どい くつか の他動性
のパ ラメータの多角 的な検討、受動構文 の借用 の可能性 の追求 な ど、 さ らに努 力を要すべ き点
は指摘 できるが、本 論文はむ しろ これ らの課題 を今後解 明す るための基礎 と位置 づけ られ るべ
きであ り、ハ ンガ リー語受動 の研究 に重要な寄与 を した と言 える。
よって、 本論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るもの と
認 め られる。
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